
 

学 校 名 等 各務原市立鵜沼中学校 

実 施 日 時 平成２９年夏休み 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 生徒５２４人とその保護者 

学習課題（分野） 「話そう！語ろう！わが家の約束」 

運営者の願い 

子どもの約束だけでなく、保護者の約束（親子同一 

でも別でも可）を決めて、夏休みに実践することで、親子 

の新しい関わり方のきっかけにしてほしい。 

学 習 の 内 容 

＜「話そう！語ろう！わが家の約束」の進め方＞ 

①子どもの約束、保護者の約束を決めて、記入する。親子で同一・別々も可。 

 子どもと一緒に取り組めることを目的とする。 

②達成度を自己評価し、それぞれにメッセージを書く。 

③９月１日に実践カードを提出する。 

④実践カードは、１０月２８日親子講演会で学年ごとに掲示・紹介する。 

 

＜保護者の約束＞  

 保護者は、約束をきっかけに、自らの子育てについて考え、子どもは家族の一員であることを実感し

た。２年目の今年、それぞれに新たな成長と変化を生み出した。子どもは家族の一員として具体的な

行動をめざして約束を決めている。保護者は、別の視点で子どもに関わろうとする約束が多くなり、新

たな子育てに挑戦しようとする姿となっている。 

  ・１日１つ以上、家族をほめる。  ・子ども達との時間を大切にする。 

  ・マイナス言葉を使わない。    ・～しなさいと言わないように心掛ける。 

 実践すると、子どもをほめていない事実に気づいたり、思いを伝える難しさを実感したりし、もっと  

プラスの言葉で伝えたい、よいところをほめたい等、新たな関わり方の子育てを約束としている。 

双方が明確な約束をして行う約束運動が、各家庭の教育力を高めることにつながっている。 

 

＜約束・評価・メッセージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜カードの掲示・紹介＞ 

 実践カードは、学年ごとに模造紙に貼って掲示された。美術部の生徒の協力により、学年表示や 

カットを入れて仕上げられていた。１０月末の授業参観と親子講演会に合わせて、体育館に掲示さ

れ、その後は校舎内に移動された。 

 自分の家庭との違いに目を留めながら、どんな約束をしているか、どんなメッセージをおくっている

か等を学び合う機会としていた。保護者同士による感想交流も見られ、関心の高さを感じた。 

 

＜感想＞ 

 ◇特別に頼んだ事には、“ありがとう”が言えるけど、当たり前になっているお手伝いに関しては、な

かなかお礼が言えない自分に気づきました。 

 ◇“ありがとう”の言葉を子どもからもよく聞き、私の心がホットになりました。この夏休みの親子の触れ

合いで、こんなによき人間に育ってくれて“ありがとう”という気持ちです。 

 

 

◎約束運動が各家庭の教

育力を高めている 

・子どもの約束、保護者の

約束を決めている。 

（同一・別々どちらも可） 

・保護者は、新たな関わり

方の子育てに挑戦して

いる。 

・達成度とメッセージで思

いを伝え合っている。 

在宅取組型（中学校） 

 

◎新たな気づきが紡ぐ 

親子の絆 

・「いつも家事や仕事を頑張

ってくれてありがとう」 

・「その日の出来事や思いを

毎日話したね」 

・「“いつも助かるよ”の声

掛けが励みになったよ」 

・「“ありがとう”は子ども

の方が多く、心の喜びを

私自身が学んだ」 

・「子どもの良い所を毎日ほ

めます→改めてあまりほ

めていないことに気付い

た」 


